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5.1 建築デザイン分野 
 幅広い建築計画理論と美的素養を基に、建築の企画・計画の流れを把握し、建築・都市という実体にまとめ上げ、デザインする能力を有する建築家・

建築設計技術者を志向。 
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5.2 建築・都市史分野 

 都市と建築の歴史を学び、それらが成立した社会的・文化的背景を把握し、それらがアーキテクトマインドといかに結びついているかという創造的

な行為を通じて、都市計画家・建築家・研究者・出版社などを志向。 
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5.3 環境工学・建築設備分野 
 環境工学・建築設備の基礎知識を基に、環境保全に配慮しながら、人の安全と快適、衛生・健康を確保するために最適な環境設備システムの選択と

設計を行うことができる設備設計技術者を志向。 
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5.4 建築構造分野 

 巨大な重力に常時耐え、地震や台風など過酷な非常時にも安全堅牢な建物を科学と技術と叡智により合理的かつ美しく設計することのできる建築構

造技術者・デザイナーを目指す。 
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5.5 建築構法・施工分野 
 先端的な構法と施工技術の能力を有し、建築材料や施工管理を通して現代の社会的責任を果たすことのできる建設施工技術者・管理技術者を志向。 
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 カリキュラムマップ 

各科目が属するディプロマポリシーに〇を付記しています。 
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